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凡例
：促進区域 （11区域）
：有望な区域（9区域）
：一定の準備段階に進んでいる区域（8区域）
：港湾区域内（6港）
：基地港湾（5港）

○ 「2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」（令和３年6月18日）において、2030年までに10GW、2040年までに30GW～
45GWの案件を形成することが示された。

○ また、第６次エネルギー基本計画（令和３年10月閣議決定）において掲げられた2030年度エネルギーミックスの達成にあたっては
5.7GWの洋上風力発電の導入が必要であることに加え、ウクライナ情勢を受けたエネルギー安定供給の確保に向け、2030年度エネルギー
ミックスの確実な達成が求められているなか、洋上風力発電についても導入及び早期稼働の促進が必要。

○ これら政府目標達成のためには、洋上風力発電設備の設置及び維持管理に不可欠となる基地港湾の計画的整備が必要。

政府計画における洋上風力発電の位置づけ
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石狩湾新港内

北海道檜山沖
北海道島牧沖

北海道石狩市沖

北海道松前沖

鹿島港

能代港

秋田港

北九州港

新潟港

青森県沖日本海（北側）
青森県沖日本海（南側）

千葉県いすみ市沖
千葉県九十九里沖

むつ小川原港内

北海道岩宇・南後志地区沖

千葉県銚子市沖
鹿島港内

青森県陸奥湾
岩手県久慈市沖

富山県東部沖

福井県あわら市沖

福岡県響灘沖

佐賀県唐津市沖

北九州港内

長崎県五島市沖

長崎県西海市江島沖

秋田県八峰町・能代市沖
秋田県能代市・三種町・男鹿市沖

能代港内・秋田港内
秋田県男鹿市・潟上市・秋田市沖

秋田県由利本荘市沖（北側）
秋田県由利本荘市沖（南側）

北海道岩宇・南後志地区沖（浮体）

北海道島牧沖（浮体）

山形県遊佐町沖

新潟県村上市・胎内市沖
山形県酒田市沖

（洋上風力発電に係る再エネ海域利用法に基づく促進区域等の位置図） 2024年3月現在
※太字下線は2024年1月に新たに公募を開始した海域 (参考)

・事業者選定済、
審査・評価中の海域
・現在公募中の海域 …約1.1GW(２区域)
・政府の導入目標(2030年度) …合計5.7GWの稼働
（稼働・着工済の港湾区域内事業…約0.5GW(４港)）

…約3.5GW(９区域)



○ 改正港湾法（令和２年２月施行）より、国土交通大臣が、海洋再生可能エネルギー発電設備等取扱埠頭（洋上風力発電設
備の設置及び維持管理に利用される埠頭）を有する港湾を基地港湾として指定し、発電事業者に当該港湾の同埠頭を長期間
（最大30年間）貸付ける制度を創設。

○ 埠頭は複数の発電事業者へ貸付けられるため、国土交通大臣は複数の借受者の利用調整を実施。
○ 令和2年9月に能代港、秋田港、鹿島港及び北九州港、令和5年4月に新潟港の計5港を基地港湾に指定。

海洋再生可能エネルギー発電設備等拠点港湾（基地港湾）制度の概要

【基地港湾の指定に係る基準】
・港湾計画における「海洋再生可能エネルギー発電設備等の設置及び維持管理の拠
点を形成する区域」の位置づけ
・係留施設及び荷さばき施設に必要な地盤強度及び面積
・係留施設の構造の安定
・当該港湾の利用状況と周辺の洋上風力発電の導入量の現状・将来見通し
・２以上の者の港湾の利用見込み
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SEP船による海上施工の様子（能代港・秋田港内）

提供：秋田洋上風力発電（株）

基地港湾利用の様子（秋田港）

ブレード
ナセル

提供：秋田洋上風力発電（株）

タワー
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※複数事業者が基地港湾を利用する場合は、出力量に応じ貸
付料を按分する。



基地港湾に求められる機能

○従来の港湾では取扱困難な大型重量物となる洋上風力発電設備部材の搬入・仮組立（プレアッセンブリ）・積
出しを可能とするため、所要の荷さばき地面積を確保するとともに、岸壁等の改良を行う。
○15MW級の洋上風車のプレアッセンブリに対応するためには、砕石等による荷重分散など施工上様々な工夫を行っ
たうえで約35t/m2の地耐力が必要。
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プレアッセンブリエリア

【基地港湾に求められる機能】
・地耐力が強化された岸壁（約35t/m2）

洋上風力発電設備の取扱い事例
（秋田港）

荷重

地耐力強化が必要

欧州～アジアの大型の洋上風力発電設備部材の
運送に使用される貨物船の事例

【基地港湾に求められる機能】
・３万DWT級の貨物船が着岸可能な岸壁
（延長230m、水深12m）

Ji Xiang Song（喫水10.2m、27,000DWT）
※必要岸壁水深は標準船型で３万DWT級に相当

提供：秋田洋上風力発電株式会社



洋上風力発電設備の設置の流れ

①部材輸入 ②部材運搬・保管 ③プレアッセンブリ（タワー仮組立） ④風車積出

（岸壁） （保管ヤード） （地耐力強化範囲内） （岸壁）

ﾌﾞﾚｰﾄ゙ﾅｾﾙ

プレアッセンブリ

ﾀﾜｰ

岸壁整備が必要
※部材搬入、風車積出に使用する岸壁は同一

地耐力の強化が必要

⑤SEP船の足上げ ⑥海上輸送 ⑦着底 ⑧荷役・風車建設

⑨SEP船の足上げ、
港湾へ移動

SEP船が
非自航式の場合は曳行

（海上建設サイト） （海上建設サイト）
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